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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水平荷重を伝達可能な床部と、
　該床部の周囲に設けられて該床部を支持する複数の梁とを備え、
　少なくとも１の梁の端部が柱に接合されると共に、
　前記床部と前記梁との間には、
　前記梁にのみ吊り下げ支持されて前記床部を前記梁の天端よりも下方で受ける床受け部
が設けられ、
　前記床受け部は、
　前記梁のみに吊り下げ支持されている吊下げ部と、
　該吊下げ部に連結されて前記床部の側縁部を受ける床受け部材と、を備え、
　前記吊下げ部は、前記床受け部材を支持するとともに外壁を支持しており、
　前記吊下げ部は、前記床受け部材を支持するとともに前記梁の直下に配置された複数の
床受け梁を備え、
　前記複数の床受け梁のうち、少なくとも一つは前記外壁を支持する前記床受け梁であり
、
　前記複数の床受け梁のうち、対向し合う前記床受け梁の間、又は対向し合う前記床受け
梁の間に架設された小梁と他の前記床受け梁との間には、タイバーが架設され、
　前記タイバーの、少なくとも一方の端部は、前記床受け梁に連結されていることを特徴
とする床構造。
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【請求項２】
　前記吊下げ部は、
　前記梁と同一断面を有する前記床受け梁と、
　該床受け梁と前記梁との間に設けられ、前記床受け梁と前記梁との間隔を調整する吊束
と、を備えていることを特徴とする請求項１に記載の床構造。
【請求項３】
　前記床受け部は、
　前記吊下げ部のうち、隣り合う部分、又は対向し合う部分を互いに連結する連結部材を
備えていることを特徴とする請求項１又は２に記載の床構造。
【請求項４】
　前記床部の一方の端部が前記床受け部の一方側に支持されると共に、前記床部の他方の
端部が前記床受け部の他方側に支持され、
　前記床受け部の前記一方側と前記他方側との間には、小梁が架設され、
　前記床受け部には、前記一方側及び前記他方側において、前記小梁の各端部側の連結部
の直上となる位置に、前記吊束がそれぞれ設けられていることを特徴とする請求項２記載
の床構造。
【請求項５】
　前記小梁は、対向し合う一対の前記床受け梁間に複数設けられており、
　隣り合う前記小梁の間には、タイバーが架設されていることを特徴とする請求項４記載
の床構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、住宅等の建物の床構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、住宅等の建物の中間階において、一般床部との間に段差を生じる床下げ部を設け
る場合、地震等が発生したときには、一般床部側と床下げ部側との間で水平力が効率良く
伝達されず、それぞれ別々な動きが生じることになり、特に一般床部と床下げ部の境界部
分すなわち段差部分において破損が生じ易いといった問題がある。
【０００３】
　従って、このような問題を解消するために、構造上種々の補強対策が必要となるが、例
えば特許文献１には、床下げ部の周囲に外周床梁を設け、該外周床梁の上方に一般床部の
床梁と同じ高さレベルとした腹巻梁を架構し、該腹巻梁と外周床梁との間の要所要所に、
外周床梁から腹巻梁へ水平力を伝達するための伝達梁を介在させたスキップフロア構造が
開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３-１６６２８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１のスキップフロア構造においては、一般床部と同じ高さ
に設けられる腹巻梁のみならず該腹巻梁の下方に設けられて床下げ部を支持する外周床梁
の端部も柱に連結されている構成である。従って、床下げ部に入力される荷重は腹巻梁の
みならず外周床梁からも柱に伝達されることとなり、これらに連結される柱は、腹巻梁と
外周床梁の両方から荷重を受け、或いはこれらが一体となった大断面の梁部材としてこれ
らからの荷重が伝達されることとなる。これによって、床下げ部の荷重の伝達が一般床部
とは著しく異なるものとなり、建物全体として健全な荷重伝達が阻害されるのみならず、
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当該架構を実際に実現するための構造計算が大幅に複雑化するという問題がある。
【０００６】
　本発明は、このような問題を解決するためになされたものであり、中間階において、高
さが異なる床部が存在する場合にも、架構全体の荷重の伝達機構を複雑化させることなく
、梁柱間で良好に荷重を伝達することができる床構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る床構造は、水平荷重を伝達可能な床部と、該床部の周囲に設けられて該床
部を支持する複数の梁とを備え、少なくとも１の梁の端部が柱に接合されると共に、床部
と梁との間には、梁にのみ吊り下げ支持されて床部を梁の天端よりも下方で受ける床受け
部が設けられ、床受け部は、梁に吊り下げ支持されて当該梁にのみ支持される吊下げ部と
、該吊下げ部に連結されて床部の側縁部を受ける床受け部材と、を備え、吊下げ部は、床
受け部材を支持するとともに外壁を支持しており、吊下げ部は、床受け部材を支持すると
ともに梁の直下に配置された複数の床受け梁を備え、複数の床受け梁のうち、少なくとも
一つは外壁を支持する床受け梁であり、複数の床受け梁のうち、対向し合う床受け梁の間
、又は対向し合う床受け梁の間に架設された小梁と他の床受け梁との間には、タイバーが
架設され、タイバーの、少なくとも一方の端部は、床受け梁に連結されていることを特徴
とする。
【０００８】
　本発明に係る床構造では、床受け部が、梁にのみ吊り下げ支持されて床部を受け、ある
いは梁からのみ立ち上がって床部を受けている。従って、床部に水平荷重が入力される場
合であっても、当該荷重はすべて床受け部を介して梁に伝達され、当該荷重が柱の中途部
等に伝達されない構成となっている。これによって、高さが異なる床部が存在する場合で
あっても、当該床部からの荷重は、床受け部を介して、一般床部と同様に梁及び柱に伝達
されることとなる。一般床部と同様に荷重の伝達が行われるため、架構全体の荷重の伝達
機構が複雑化することなく梁柱間で良好に荷重を伝達することができる。また、本発明に
係る床構造によれば、床受け部の吊下げ部の床受け梁が梁の直下に設けられるので、床受
け部材を介して支持される床部は、梁に支持される場合と同様の寸法でよく、当該床受け
部に支持されることによって床部の寸法を変更する必要がない。従って、施工性の向上及
び部材種類の増加の抑制を図ることができる。
【００１０】
　また、本発明に係る床構造において、吊下げ部は、梁と同一断面を有する床受け梁と、
該床受け梁と梁との間に設けられ、床受け梁と梁との間隔を調整する吊束と、を備えてい
ることが好ましい。これによれば、床受け梁として梁を流用することができる。また、外
壁等他の部材との関係で当該床受け部の高さ方向での調整を要する場合には、吊束によっ
て調整することができ、床受け梁や床受け部材の高さや形状を変更させる必要がなく、こ
れによっても部材種類の増加を抑制することができる。
【００１１】
　また、本発明に係る床構造において、床受け部は、吊下げ部のうち、隣り合う部分、又
は対向し合う部分を互いに連結する連結部材を備えていることが好ましい。これによれば
、床受け部が連結部材を介して連結されることとなるので、床受け部及び床部の水平剛性
の向上を図ることができる。
【００１２】
　また、本発明に係る床構造において、床部の一方の端部が床受け部の一方側に支持され
ると共に、床部の他方の端部が床受け部の他方側に支持され、床受け部の一方側と他方側
との間には、小梁が架設され、床受け部には、一方側及び他方側において、小梁の各端部
の直上となる位置に、吊束がそれぞれ設けられていることが好ましい。これにより、床受
け部の剛性を強化することができる。すなわち、床受け部は、吊束を介して梁に垂下され
ている状態であり、剛床に過大な水平力又は鉛直力が導入された場合に、想定以上に当該
剛床に水平方向又は鉛直方向の振動を許容してしまう可能性がある。従って、床受け部の
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一方側と他方側で吊束同士が対向するような位置関係とし、当該対向させた位置間で小梁
を架設することによって、一方側の梁～床受け部の一方側の吊束～床受け部の一方側の床
受け梁～小梁～床受け部の他方側の床受け梁～床受け部の他方側の吊束～他方側の梁、ま
での一体性が高まる。その結果、剛性が高められ、床下げ部の耐振動性を高めることがで
きる。
【００１３】
　また、本発明に係る床構造において、小梁は、対向し合う一対の床受け梁間に複数設け
られており、隣り合う小梁の間には、タイバーが架設されていることが好ましい。これに
より、小梁と直交する方向の剛性も高められ、床下げ部の耐振動性を更に向上させること
ができる。
【００１４】
　本発明に係る床構造は、水平荷重を伝達可能な床部と、該床部の周囲に設けられて該床
部を支持する複数の梁とを備え、床部と梁との間には、梁にのみ吊り下げ支持されて床部
を梁の天端よりも下方で受ける床受け部が設けられ、床受け部は、梁に吊り下げ支持され
て当該梁にのみ支持される吊下げ部と、該吊下げ部に連結されて床部の側縁部を受ける床
受け部材と、を備え、吊下げ部は、床受け部材を支持していることを特徴とする。
【００１５】
　本発明に係る床構造では、床受け部が、梁にのみ吊り下げ支持されて床部を受け、ある
いは梁からのみ立ち上がって床部を受けている。従って、床部に水平荷重が入力される場
合であっても、当該荷重はすべて床受け部を介して梁に伝達され、当該荷重が柱の中途部
等に伝達されない構成となっている。これによって、高さが異なる床部が存在する場合で
あっても、当該床部からの荷重は、床受け部を介して、一般床部と同様に梁及び柱に伝達
されることとなる。一般床部と同様に荷重の伝達が行われるため、架構全体の荷重の伝達
機構が複雑化することなく梁柱間で良好に荷重を伝達することができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、中間階において、高さが異なる床部が存在する場合にも、架構全体の
荷重の伝達機構を複雑化させることなく、梁柱間で良好に荷重を伝達することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施形態に係る床構造が適用される建物の斜視図である。
【図２】図１の建物の１階部分を示す断面図である。
【図３】図２の建物の２階部分を示す断面図である。
【図４】本発明の実施形態に係る床構造の平面図である。
【図５】図４におけるＶ－Ｖ線に沿った断面図である。
【図６】図５に示す床部の側縁付近の拡大図である。
【図７】床受け部材の斜視図である。
【図８】変形例に係る床構造の平面図である。
【図９】図８におけるＩＸ－ＩＸ線に沿った断面図である。
【図１０】変形例に係る床構造の概略構成を示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の好適な実施形態について図面を参照しながら説明する。
【００１９】
（建物の全体構成）
　図１～図３に示されるように、本発明の実施形態に係る床構造が適用される建物１は、
３階建ての住宅建物であって、梁３Ａ，３Ｂと柱４とからなる構造躯体２（図３参照）と
、これら梁３Ａ，３Ｂや柱４等に支持されて各階の床を形成する各階床部５Ａ，５Ｂ，５
Ｃと、梁３Ａ，３Ｂや柱４等に支持されて建物１の屋根を形成する屋根部６と、同じく梁
３Ａ，３Ｂや柱４等に支持されて建物１の外皮を形成する外壁８とを備えている。なお、



(5) JP 5967895 B2 2016.8.10

10

20

30

40

50

本実施形態に係る建物１では、適宜箇所に小梁３Ｚが設けられている箇所がある。
【００２０】
　構造躯体２は、基礎から立ち上がる複数本（本実施形態においては８本）の柱４と、隣
り合う柱４間に架設される複数本の梁３Ａ，３Ｂとを備えてなるいわゆるラーメン構造を
構成している。
【００２１】
　本実施形態に係る柱４は、建物１の１階下部から３階上部に亘って延設されており、各
階を形成すべく所定高さに設定された梁接合部と、端部から梁接合部までを連絡する長尺
状の部位、及び上下の各梁接合部間を連絡する長尺状の部位からなる一般部とを備えてい
る。一般部は、公知の角形鋼管により形成されている。また、梁接合部は、梁３Ａ，３Ｂ
のせい（梁３Ａ，３Ｂの下端から上端までの高さ）と同程度の高さを有して四角筒状に形
成されている。
【００２２】
　梁３Ａ，３Ｂは、上下一対のフランジの中央部分をウェブにて連結してなるＨ型鋼によ
り形成された梁本体と、梁本体の両端部に接合されて柱４の梁接合部に面接触するエンド
プレートとを備えている。梁３Ａ，３Ｂは、エンドプレートが梁接合部に面接触して適宜
にボルト結合される。
【００２３】
　１階の床部５Ａは、所定寸法に形成される軽量気泡コンクリート（ＡＬＣ）製の複数枚
の床パネル５ａ（図２参照）を基礎上に敷き並べて形成される。また、２階、及び３階の
床部５Ｂ，５Ｃは、所定寸法に形成される軽量気泡コンクリート製の複数枚の床パネル５
ａと、これら複数枚の床パネル５ａを構造力学的に一体化させる公知の剛床機構とを備え
ており、複数枚の床パネル５ａは適宜に梁３Ａ，３Ｂに支持されている。
【００２４】
　なお、本実施形態では、２階が中間階に相当し、２階の床部５Ｂ（図３参照）は、２階
の階高に一致した床面を有する一般床部５Ｂ１と、床面が一般床部５Ｂ１よりも低位とな
る下げ床部５Ｂ２とを備えている。
【００２５】
　屋根部６（図１参照）は、所定寸法に形成される軽量気泡コンクリート製の複数枚の屋
根パネル６ａを備えている。また、屋根部６としては、水平に屋根パネル６ａを敷設して
なる陸屋根部６Ａと、陸屋根部６Ａと建物１の外壁８とを連結する傾斜屋根部６Ｂとの二
種類の態様が設けられている。
【００２６】
　屋根部６は、屋外を向いて風雨に晒される外面領域を有するため、その外面領域には室
内への雨水等の進入を防止するための防水構造が設けられている。例えば、陸屋根部６Ａ
には、軽量気泡コンクリート（ＡＬＣ）からなる屋根パネル６ａの上に発泡下地材（断熱
材）、不燃板、そして防水シートが積層されて所定の防水構造が形成されている。また、
傾斜屋根部６Ｂには、軽量気泡コンクリート（ＡＬＣ）からなる屋根パネル６ａの上に不
燃板、防水シート、そして屋根仕上げ材（瓦材）などが積層されて所定の防水構造が形成
されている。
【００２７】
　外壁８は、一般に所定寸法に形成された軽量気泡コンクリート製の複数枚の外壁パネル
９Ａ，９Ｂによって形成され、各外壁パネル９Ａ，９Ｂは、いわゆるロッキング工法（「
ロッキング機構」ともいう）により上下両端部が梁３Ａ，３Ｂに、または梁３Ａ，３Ｂと
基礎とに保持されている。また、外壁パネル９Ａ，９Ｂの内側には断熱材が沿設されてお
り、断熱材の内側には内装材を支持する内装下地が設けられている。
【００２８】
　本実施形態に係る主要な断熱材は、フェノールフォーム等の気密性を有するプラスチッ
ク系断熱材を用いて平板状に形成された断熱ボードである。この種の断熱材は、設置する
部位のサイズに応じて複数のブロックに分割され、そして各ブロックは外壁パネル９Ａ，
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９Ｂの内側の所定位置に敷設され、継ぎ目が気密テープなどで覆われて設置されている。
なお、断熱材としては、ロックウールやグラスウール等の繊維系断熱材も適宜に用いられ
ている。
【００２９】
　また、内装下地は、一対の縦桟の間に複数の横桟を組みつけて形成される木製のフレー
ム状に形成されており、支持固定部材を介して床パネル５ａや梁３Ａ，３Ｂに固定される
ものとなっている。また、内装材は、平板状の石膏ボードなどにより形成されており、そ
の石膏ボードが内装下地に留め付けられることで形成されている。
【００３０】
　本実施形態に係る建物１の全体構成は以上である。次に、本実施形態に係る建物１の間
取り等の一例について簡単に説明する。
【００３１】
　本実施形態に係る建物１は、１階の前部（通りに面した部分）にガレージ（キャビティ
）Ｇが形成されている。また、ガレージＧよりも後方（奥方）となる領域は外壁８で覆わ
れており、外壁８の内側となる屋内領域（室内の領域）には各居室等が設けられている。
建物１の前方からガレージＧを眺めた場合の右側の屋内領域は手前側に突き出ており、こ
の突き出た領域には玄関Ｒ１が設けられている。
【００３２】
　また、２階には、１階のガレージＧの略上方となる前部にリビングＲ８が設けられてお
り、リビングＲ８の奥方にキッチンＲ１０が設けられている。リビングＲ８は下げ床部５
Ｂ２として構成されている。
【００３３】
　また、キッチンＲ１０に面してベランダＶが配されており、ベランダＶの先端部には、
通常の手摺などよりも、せい（高さ）の高いハイウォール部１０が設けられている。ハイ
ウォール部１０は外壁パネル９Ａ，９Ｂによって形成され、ハイウォール部１０のせいは
、２階の階高よりも数十センチ程度低くなっている。その結果、キッチンＲ１０は、ハイ
ウォール部１０によって隣接する建物からの視線が遮断される一方、採光を確保できるも
のとなっている。
【００３４】
　次に、本発明の実施形態に係る床構造１００について詳細に説明する。この床構造１０
０は、上述の建物１においては、リビングＲ８における下げ床部５Ｂ２に対して適用され
る。図４は、本発明の実施形態に係る床構造１００の平面図である。図５は、図４におけ
るＶ－Ｖ線に沿った断面図である。図６は、図５に示す床部４０の側縁付近の拡大図であ
る。図７は、床受け部材の斜視図である。図４、図５、図６に示すように、床構造１００
は、構造躯体を構成する柱２０Ａ，２０Ｂ（図１～図３に示す例においては、柱４に対応
する）と、構造躯体を構成する梁３０（図１～図３に示す例においては、梁３Ａ，３Ｂに
対応する）と、一般床部ＰＦ１よりも低い位置に配置される床部４０（図１～図３に示す
例においては、下げ床部５Ｂ２に対応する）と、床部４０を低い位置で支持する床受け部
５０と、を備えている。なお、図４～図７では、床構造１００を適用した構造の一例を示
しており、図３に示すものとは柱の配置や床部の広さなどが異なっている。また、図４で
は、構造躯体を構成する梁３０や壁パネルなどは省略されているが、図５ではこれらを含
めた構成が示されている。
【００３５】
　柱２０Ａ，２０Ｂは、屋外側に一対配置されている。梁３０は、低い位置に配置される
床部４０を取り囲むように四辺に配置されている。柱２０Ａ，２０Ｂの間に配置される屋
外側の梁３０は、両端が柱２０Ａ，２０Ｂの梁接合部２１に接続されている。また、この
屋外側の梁３０と平行をなすように、屋内側の梁３０が配置されている。また、屋外側の
梁３０及び屋内側の梁３０と直交する一対の梁３０は、一端が柱２０Ａの梁接合部２１に
接続されている。当該一対の梁３０に、屋外側の梁３０と平行をなす屋内側の梁３０の両
端が接続されている。なお、一般床部ＰＦ１は、梁３０の天端３０ａの上に、配置される
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。一般床部ＰＦ１は、図１～図３で説明した建物１における床部５Ｂの一般床部５Ｂ１と
同様の構成を有している。
【００３６】
　床部４０は、所定寸法に形成される軽量気泡コンクリート（ＡＬＣ）製の複数枚の床パ
ネル４１と、これら複数枚の床パネル４１を構造力学的に一体化させる剛床機構４２とを
備えている。床部４０は、地震時などに水平荷重を梁３０などに対して伝達可能である。
床部４０は、少なくとも一般床部ＰＦ１よりも低い位置、すなわち梁３０の天端３０ａよ
りも低い位置に配置される。本実施形態では、梁３０の下端３０ｂよりも低い位置に配置
されており、後述の床受け梁の天端付近に配置されている。複数枚の床パネル４１は、上
方から見て、四つの梁３０で囲まれる矩形状の領域の略全体を覆うように配置される。な
お、図４では、構成を説明するため、一部の床パネル４１を省略している。
【００３７】
　各床パネル４１は、略矩形であって、対向し合う二組の端縁部、すなわち、平面的な矩
形を想定すると短辺同士、及び長辺同士を備えており、対向し合う端縁部、あるいは隣り
合う端縁部を床受け部５０上に載置した状態で敷き並べられている。さらに、隣接して設
けられる床パネル４１間の所定位置には剛床機構４２が設けられている。隣接する床パネ
ル４１同士の境界部分には、当該境界部分に沿って延びる溝部４１ａが形成されている。
すなわち、隣接する床パネル４１同士は、下面側においては互いの側面が接触しているが
、上面側においては溝部４１ａが形成されていることによって、隙間が形成されている。
【００３８】
　剛床機構４２は、複数並ぶ床パネル４１のうち、隣接する床パネル４１同士の間の隙間
に沿って配置された鉄製の棒体４３と、棒体４３の両端部を支持すると共に、対向して配
置される一対の剛床金物４４と、床パネル４１の溝部４１ａに充填されたモルタル部４６
と、を備えて構成されている。剛床金物４４は、一対の床受け部材５２Ａ，５２Ｂのアン
グル部６３の上面に、互いに対向するようにそれぞれ固定されている。剛床金物４４は、
断面ロ字状をなして上下方向に延びている。棒体４３は、床パネル４１同士の境界部分に
形成されている溝部４１ａ内で延在する。また、棒体４３は、両端が各剛床金物４４の側
面に挿通されており、剛床金物４４の内側においてナットで固定されている。棒体４３が
固定された後、溝部４１ａ及び剛床金物４４の内部には、モルタルが充填される。なお、
剛床金物４４及び棒体４３が配置されるのは、複数の溝部４１ａのうちの一部でよく、そ
の他の部分については溝部４１ａ内に棒体４３が配置されることなくモルタルのみが充填
される。なお、棒体の構成は、上述の棒体４３に限られない。例えば、それぞれの剛床金
物４４から床パネル４１の中央位置付近へ向かって延びる一対の棒体によって構成されて
いてもよい。また、剛床金物４４にナット等を用いて固定することなく、剛床金物４４の
貫通孔に引っ掛けてもよい。具体的には、端部が垂直に屈曲した屈曲部を有すると共に、
長さが床パネル４１の半分の長さよりも長い棒体を一対準備し、一方の棒体の屈曲部を一
方の剛床金物４４の側面に形成された貫通孔に挿通すると共に引っ掛け、他方の棒体の屈
曲部を他方の剛床金物４４の側面に形成された貫通孔に挿通すると共に引っ掛ける。そし
て、それぞれの棒体の端部（屈曲部とは反対側の屈曲していない端部）を床パネル４１の
中央位置付近において重ね合わせた状態で、溝部４１ａにモルタルを充填する。このよう
な構成に係る棒体を採用してもよい。
【００３９】
　床受け部５０は、梁３０にのみ吊り下げ支持されて床部４０を受けるものである。具体
的には、床受け部５０は、梁３０の直下に吊り下げ支持されて当該梁３０にのみ支持され
る吊下げ部５１と、該吊下げ部５１に連結されて床部４０の側縁部を受ける床受け部材５
２Ａ，５２Ｂと、吊下げ部５１において隣り合う部分、又は対向し合う部分を互いに連結
する連結部材５３と、を備えて構成されている。
【００４０】
　吊下げ部５１は、四本の梁３０の下方にそれぞれ取り付けられる床受け梁５４Ａ，５４
Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄと、各床受け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄと各梁３０との間に
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設けられる吊束５６と、を備えている。
【００４１】
　床受け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄは、梁３０と同一断面を有しており、上下方
向から見て対応する梁３０と重なるように、梁３０の直下に配置される。すなわち、床受
け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄの天端５４ａと、対応する梁３０の下端３０ｂとが
互いに平行をなすと共に、上下方向から見て互いに幅方向におけるずれがないように配置
されている。これによって、床受け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄは、床部４０を四
辺から取り囲むように配置される。ここで、「同一断面」とは、梁の高さ（すなわち、ウ
ェブの上下方向の大きさ）及び幅（すなわち、フランジの幅）が同一であることを意味し
、ウェブやフランジの厚みまで同一であることは要しない。すなわち、ウェブやフランジ
の厚みは異なっていてもよい。また、床受け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄは、梁３
０と同一断面ではなく、幅が同じで高さが異なるもの（更には、高さが同じで幅が異なる
もの）を用いてもよい。以上により、床受け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄは、梁３
０として用いたものと共通の梁部材、または建物の構築に用いられる他の部分の梁部材を
適用することができる（すなわち、床受け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄのためだけ
の特別な梁部材を準備する必要がなくなる）。これによって、部品の共通化を図ることが
できる。
【００４２】
　具体的に、床受け梁５４Ａは、柱２０Ａ，２０Ｂの間に配置される屋外側の梁３０の直
下に配置される。床受け梁５４Ａの一方の端部が、柱２０Ａと接触しないように当該柱２
０Ａから離間することによって、柱２０Ａと床受け梁５４Ａとの間に隙間ＳＰ１が形成さ
れる。床受け梁５４Ａの他方の端部が、柱２０Ｂと接触しないように当該柱２０Ｂから離
間することによって、柱２０Ｂと床受け梁５４Ａとの間に隙間ＳＰ２が形成されている。
床受け梁５４Ｂは、屋外側の梁３０と平行をなす屋内側の梁３０の直下に配置される。床
受け梁５４Ｃは、柱２０Ａから屋内へ向かって垂直に延びる梁３０の直下に配置される。
床受け梁５４Ｃの端部が、柱２０Ａと接触しないように当該柱２０Ａから離間することに
よって、柱２０Ａと床受け梁５４Ｃとの間に隙間ＳＰ３が形成される。床受け梁５４Ｄは
、柱２０Ｂから屋内へ向かって垂直に延びる梁３０の直下に配置される。床受け梁５４Ｄ
の端部が、柱２０Ｂと接触しないように当該柱２０Ｂから離間することによって、柱２０
Ｂと床受け梁５４Ｄとの間に隙間ＳＰ４が形成される。なお、床受け梁５４Ｃと床受け梁
５４Ｂとは、後述のジョイントピース７７によって連結される。床受け梁５４Ｄと床受け
梁５４Ｂとは、ジョイントピース７７によって連結される。
【００４３】
　吊束５６は、互いに平行に対向する正方形状の上板５７及び底板５８と、上板５７と底
板５８とを連結する断面十字状の縦壁５９と、を備えている。上板５７及び底板５８の一
辺の大きさは、梁３０及び床受け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄの幅方向の大きさと
一致する。縦壁５９における互いに直交する壁部は上板５７及び底板５８の各辺部におけ
る中央に配置されているため、上板５７及び底板５８は、縦壁５９によって四つの正方形
状の領域に区切られる。当該四つの領域には、それぞれ一つずつ貫通孔６１が形成されて
いる。吊束５６の上板５７及び底板５８における四つの貫通孔６１は、梁３０の下端３０
ｂ及び床受け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄの天端５４ａにおいて、所定の間隔ごと
に形成されている四つの貫通孔と同一径、及び同一ピッチで形成されている。梁３０と床
受け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄとを固定する際は、梁３０の下端３０ｂの所定位
置における四つの貫通孔に対して吊束５６の上板５７の四つの貫通穴６１を合わせ、ボル
ト及びナットによって締結する。一方、床受け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄの天端
５４ａの所定位置における四つの貫通孔に対して吊束５６の底板５８の四つの貫通孔６１
を合わせ、ボルト及びナットによって締結する。これによって、吊束５６は、床部４０の
床パネル４１に対して垂直（引張り方向）にてボルト接合によって接合される。なお、図
４に示す例では、吊束５６は、各床受け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄに対して、所
定間隔で二つずつ配置されているが、更に増やしてもよい。また、梁３０と床受け梁５４
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Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄの離間距離に応じて、上下方向の大きさが異なる吊束５６を
用いても良く、複数個重ねて使用してもよい。
【００４４】
　床受け部材５２Ａ，５２Ｂは、床部４０の側縁部（床パネル４１の側縁部４１ａ，４１
ｂに該当する）を受けるアングル部６３と、アングル部６３を支持して床受け梁に固定さ
れる支持部６４と、を有している。床受け部材５２Ａは、床受け梁５４Ａに固定されて床
部４０の床パネル４１における屋外側の側縁部４１ａを支持し、床受け部材５２Ｂは、床
受け梁５４Ｂに固定されて床部４０の床パネル４１における屋内側の側縁部４１ｂを支持
する。なお、床受け梁５４Ａ，５４Ｂのみならず、床受け梁５４Ｃ，５４Ｄに設けてもよ
い。
【００４５】
　図７は、床受け梁５４Ａ，５４Ｂに固定される床受け部材５２Ａ，５２Ｂの一部を示し
ているが、図７に示すように、アングル部６３は、対応する床受け梁５４Ａ，５４Ｂに沿
って平行に延びる断面Ｌ字状の鋼材であり、床部４０を載置する水平部６６と、床受け梁
５４Ａ，５４Ｂ側において水平部６６から立ち上がる垂直部６７と、を備えている。本実
施形態では、水平部６６は、床受け梁５４Ａ，５４Ｂの上側のフランジ５４ｃと下側のフ
ランジ５４ｄとの間におけるフランジ５４ｃ寄りの高さに配置されている。垂直部６７の
上端部は、フランジ５４ｃと略同じ高さに配置される。支持部６４は、床受け梁５４Ａ，
５４Ｂのウェブ５４ｂに沿って、上側のフランジ５４ｃと下側のフランジ５４ｄとの間に
延在する略断面コ字状の鋼材である。支持部６４は、床受け梁５４Ａ，５４Ｂに固定され
る固定部６８と、アングル部６３を支持する一対の支持片６９と、を備えている。固定部
６８は、床受け梁５４Ａ，５４Ｂのウェブ５４ｂに固定される。固定部６８には貫通孔が
形成されており、ウェブ５４ｂに形成されている貫通孔と位置合わせされ、ボルト及びナ
ットで締結される。一対の支持片６９は、水平方向において互いに対向すると共に、互い
に同一の形状を有している。支持片６９は、先端側の上部にＬ字状の切欠部７１が形成さ
れている。切欠部７１は、アングル部６３の水平部６６の下面を支持する水平面７１ａと
、アングル部６３の垂直部６７の背面を支持する垂直面７１ｂと、を有している。支持片
６９の先端側の下部は斜めに切り欠かれているが、当該部分における形状は特に限定され
ない。
【００４６】
　図４に示すように、アングル部６３は、床受け部材５２Ｂのような床受け梁５４Ｂに沿
って延びる長尺の一本の部材としてもよく、あるいは、床受け部材５２Ａのように複数本
に分けてもよい。支持部６４は、床受け梁５４Ａ，５４Ｂに対して所定間隔で配置されて
いるが、特に配置や個数は限定されない。このように床受け梁５４Ａ，５４Ｂに固定され
た床受け部材５２Ａ，５２Ｂの水平部６６の上面に、床部４０の床パネル４１の側縁部４
１ａ，４１ｂの下面が載置される。なお、床部４０の床パネル４１の端面と床受け部材５
２Ａ，５２Ｂの垂直部６７との間の隙間には、モルタルが充填されることでモルタル部７
２が形成される。
【００４７】
　連結部材５３として、具体的には、隣り合う床受け梁（吊下げ部５１において隣り合う
部分）を互いに連結する火打ち７６、隣り合う床受け梁の端部同士を連結するジョイント
ピース７７、対向し合う床受け梁（吊下げ部５１において対向し合う部分）を互いに連結
するタイバー７８が設けられる。火打ち７６は、垂直をなして隣り合う床受け梁の間で斜
めに延び、両端部がそれぞれの床受け梁における下側のフランジ５４ｄの上面（下面でも
よい）に連結される。本実施形態では、火打ち７６は、柱２０Ａ付近において、床受け梁
５４Ａと床受け梁５４Ｃとを連結している。ジョイントピース７７は、柱２０Ａ，２０Ｂ
が配置されていないコーナー部に配置され、垂直をなして隣り合う床受け梁のそれぞれの
端部と連結される。本実施形態では、床受け梁５４Ｂと床受け梁５４Ｃの端部同士を連結
し、床受け梁５４Ｂと床受け梁５４Ｄの端部同士を連結している。タイバー７８は、対向
し合う床受け梁の間で垂直に延び、両端部がそれぞれの床受け梁における下側のフランジ
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５４ｄの上面（下面でもよい）に連結される。本実施形態では、タイバー７８は、床受け
梁５４Ａと床受け梁５４Ｂとを連結している。
【００４８】
　床受け部５０における床受け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄは、軒天部材も支持し
ている。図６に示すように、屋内側における床受け梁５４Ｂの下方には、下階居室（図１
～図３の例では玄関Ｒ１）の側面を形成するＡＬＣ製の外壁パネルＰＮ１が設けられてい
る。床受け梁５４Ｂの下側のフランジ５４ｄには、外壁パネルＰＮ１の上端部をロッキン
グ機構にて支持する外壁支持部８１が設けられている。外壁支持部８１は、下側のフラン
ジ５４ｄの下面にボルト結合される断面略Ｌ字状の長尺金物（以下「支持受け部材」とい
う）８１ａと、支持受け部材８１ａにボルト結合される断面略Ｚ字状の長尺金物（以下「
押圧部材」という）８１ｂと、を備えており、支持受け部材８１ａと押圧部材８１ｂとで
外壁パネルＰＮ１の上端部を挟むようにして支えている。外壁支持部８１の押圧部材８１
ｂには、軒天８２となるパネル状の外装材を支持する軒天支持部材８３が固定されている
。軒天８２は、軒天支持部材８３の係止部８３ａに挟持されている。
【００４９】
　また、屋外側には、梁３０及び床受け梁５４Ａの目隠しとなる外壁パネルＰＮ２が配置
されている。床受け梁５４Ａの下側のフランジ５４ｄには、外壁パネルＰＮ２の下部を支
持する断面略Ｚ字状の長尺金物（以下「下部支持部材」という）８４がボルト結合されて
いる。また、外壁パネルＰＮ２の下端には、下部支持部材８４の一部を挟んでカバー部材
８５がねじ止めされている。下部支持部材８４の屋内側、つまり、外壁パネルＰＮ２側と
は反対となる側には、断面Ｌ字状の軒天支持部材８６がねじ止めされている。軒天８２は
、軒天支持部材８６の係止部８６ａに挟持されている。
【００５０】
　次に、本実施形態に係る床構造１００の作用・効果について説明する。
【００５１】
　本実施形態に係る床構造１００では、床受け部５０を構成する床受け梁５４Ａ，５４Ｂ
，５４Ｃ，５４Ｄ、吊束５６、床受け部材５２Ａ，５２Ｂ、連結部材５３は、いずれも柱
２０Ａ，２０Ｂから離間しており柱２０Ａ，２０Ｂの中途部によって直接支持されない構
造となっている。従って、床受け部５０は、梁３０にのみ吊り下げ支持される構成となっ
ている。このように、床受け部５０が、梁３０にのみ吊り下げ支持されて床部４０を受け
ているため、床部４０に水平荷重が入力される場合であっても、当該荷重はすべて床受け
部５０を介して梁３０に伝達され、当該荷重が柱２０Ａ，２０Ｂの中途部等に伝達されな
い構成となっている。更に、床部４０が剛床機構４２を備えており、床受け部５０の床受
け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄは梁３０に対してボルト締めによって強固に固定さ
れている。すなわち、梁３０と、床受け部５０と、床部４０とが、高い剛性を有するよう
に一体化された一つの剛体物として構成される。従って、地震時などにおいては、床部４
０や床受け部５０ばかりが大きく揺れることで荷重が逃げることを防止し、梁３０へ確実
に荷重伝達を行うことができる。これによって、高さが異なる床部４０が存在する場合で
あっても、当該床部４０からの荷重は、床受け部５０を介して、一般床部ＰＦ１と同様に
梁３０及び柱２０Ａ，２０Ｂに伝達されることとなる。一般床部ＰＦ１と同様に荷重の伝
達が行われるため、架構全体の荷重の伝達機構が複雑化することなく梁柱間で良好に荷重
を伝達することができる。
【００５２】
　また、本実施形態に係る床構造１００において、床受け部５０は、梁３０の直下に吊り
下げ支持されて当該梁３０にのみ支持される吊下げ部５１と、該吊下げ部５１に連結され
て床部４０の床パネル４１の側縁部４１ａ，４１ｂを受ける床受け部材５２Ａ，５２Ｂと
、を備えている。これによれば、床受け部５０の吊下げ部材５１が梁３０の直下に設けら
れるので、床受け部材５２Ａ，５２Ｂを介して支持される床パネル４１は、梁３０に支持
される場合と同様の寸法でよく、当該床受け部材５２Ａ，５２Ｂに支持されることによっ
て床パネル４１の寸法を変更する必要がない。具体的には、図６において仮想線で示すよ
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うに、梁３０に固定された金具９０に載置することによって上面の高さ位置が梁３０の上
面３０ａと一致するように構成された一般床部ＰＦ２において用いられる床パネルと同じ
ものを用いることができる。従って、施工性の向上及び部材種類の増加の抑制を図ること
ができる。
【００５３】
　また、本実施形態に係る床構造１００において、吊下げ部５１は、梁３０と同一断面を
有して床受け部材５２Ａ，５２Ｂを支持する床受け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄと
、該床受け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄと梁３０との間に設けられ、床受け梁５４
Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄと梁３０との間隔を調整する吊束５６と、を備えている。こ
れによれば、床受け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄとして梁３０で用いている梁部材
を流用することができる。また、外壁等他の部材との関係で当該床受け部５０の高さ方向
での調整を要する場合には、吊束５６によって調整することができ、床受け梁５４Ａ，５
４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄや床受け部材５２Ａ，５２Ｂの高さや形状を変更させる必要がなく
、これによっても部材種類の増加を抑制することができる。
【００５４】
　また、本実施形態に係る床構造１００において、床受け部５０は、吊下げ部５１のうち
、隣り合う部分（互いに隣り合う床受け梁）、又は対向し合う部分（対向し合う床受け梁
）を互いに連結する連結部材５３を備えている。これによれば、床受け部５０が連結部材
５３を介して連結されることとなるので、床受け部５０及び床部４０の水平剛性の向上を
図ることができる。
【００５５】
　本発明は、上述の実施形態に限定されるものではない。
【００５６】
　例えば、図８，９に示すような変形例に係る床構造２００を採用してもよい。
【００５７】
　図８，９に示すように、変形例に係る床構造２００は、上述の床構造１００に加え、床
受け部５０の一方側と他方側の間に架設された小梁２０１と、隣り合う小梁２０１同士の
間に架設されたタイバー２０２と、を備えている。床構造２００では、床部４０の一方の
端部が床受け部５０の一方側（ここでは、床受け梁５４Ａ側）に支持されると共に、床部
４０の他方の端部が床受け部５０の他方側（ここでは、床受け梁５４Ｂ側）に支持されて
おり、その状態において、床受け部５０の一方側と他方側との間に、小梁２０１が架設さ
れている。また、床受け部５０には、一方側及び他方側において、小梁２０１の各端部側
の連結部２０３の直上となる位置に、吊束５６がそれぞれ設けられている。また、小梁２
０１は、一対の床受け梁５４間に複数設けられており、隣り合う小梁２０１の間には、タ
イバー２０２が架設されている。
【００５８】
　床受け梁５４Ａに固定された吊束５６と、床受け梁５４Ｂに固定された吊束５６とは、
梁５４Ａ，５４Ｂ同士の対向方向において、同位置に配置される。小梁２０１は、当該吊
束５６が固定される位置において、床受け梁５４Ａと床受け梁５４Ｂとの間に、床受け梁
５４Ｃ，５４Ｄと平行となるように架設される。小梁２０１は、床受け梁５４Ａ，５４Ｂ
，５４Ｃ，５４Ｄと同一断面を有している。また、高さ方向においては、小梁２０１は、
上面が床受け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄの上面と一致し、下面が床受け梁５４Ａ
，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄの下面と一致するように配置される。
【００５９】
　小梁２０１の長手方向の端部は、床受け梁５４Ａ，５４Ｂの手前まで延びている。小梁
２０１の端部と床受け梁５４Ａ，５４Ｂとは、Ｌ字状の固定金具２０４を介して連結され
ている。この固定金具２０４が、小梁２０１と床受け梁５４Ａ，５４Ｂとの連結部２０３
を構成する。この固定金具２０４、すなわち連結部２０３の直上となる位置には、吊束５
６が配置されるような位置関係となる。これにより、小梁２０１に作用する荷重が直ちに
連結部２０３を介して吊束５６へ伝達され、当該吊束５６を介して上方の梁３０に伝達さ
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れる。
【００６０】
　小梁２０１の長手方向の略中央位置には、タイバー２０２が設けられる。タイバー２０
２は、一の小梁２０１と、隣の小梁２０１との間に架設される。また、タイバー２０２は
、小梁２０１と床受け梁５４Ｃとの間にも架設され、小梁２０１と床受け梁５４Ｄとの間
にも架設される。タイバー２０２は、床受け梁５４Ａ，５４Ｂと平行となるように架設さ
れる。タイバー２０２は、小梁２０１や床受け梁５４Ｃ，５４Ｄの下フランジの上面に固
定される。
【００６１】
　なお、ここでは、小梁２０１が二本設けられた例について説明しているが、特に本数は
限定されず、更に増やしてもよい。吊束５６も小梁２０１にあわせて増やす。
【００６２】
　小梁２０１の側部には、床パネル４１の側縁部４１ｃを受けるための床受け部材２５２
が設けられている。床受け部材２５２は、床受け部材５２と同趣旨の構成を有しており、
床パネル４１の側縁部４１ｃを受けるアングル部２６３と、アングル部２６３を支持して
小梁２０１に固定される支持部２６４と、を有している。一の床パネル４１の側縁部４１
ｃと、隣の床パネル４１の側縁部４１ｃとの間には、モルタルが充填されることによりモ
ルタル部４６が形成される。ここのモルタル部４６は、小梁２０１の上面を覆うように形
成される。
【００６３】
　以上によって、変形例に係る床構造２００によれば、床受け部５０の剛性を強化するこ
とができる。すなわち、床受け部５０は、吊束５６を介して梁３０に垂下されている状態
であり、剛床の床部４０に過大な水平力又は鉛直力が導入された場合に、想定以上に当該
剛床に水平方向又は鉛直方向の振動を許容してしまう可能性がある。従って、床受け部５
０の一方側と他方側で吊束５６同士が対向するような位置関係とし、当該対向させた位置
間で小梁２０１を架設することによって、一方側の梁３０～床受け部５０の一方側の吊束
５６～床受け部５０の一方側の床受け梁５４Ａ～小梁２０１～床受け部５０の他方側の床
受け梁５４Ｂ～床受け部５０の他方側の吊束５６～他方側の梁３０、までの一体性が高ま
る。その結果、剛性が高められ、床下げ部の耐振動性を高めることができる。
【００６４】
　また、変形例に係る床構造２００において、小梁２０１は、一対の床受け梁５４Ａ，５
４Ｂ間に複数設けられており、隣り合う小梁２０１の間には、タイバー２０２が架設され
ている。これにより、小梁２０１と直交する方向の剛性も高められ、床下げ部の耐振動性
を更に向上させることができる。
【００６５】
　図１０に示すような変形例に係る床構造３００を採用してもよい。この床構造３００は
、柱３２０に端部が連結される大梁３３０間に、一対の小梁３４０が架設される。更に、
一対の小梁３４０間には、一対の小梁３５０が架設される。この床構造３００では、一対
の小梁３４０と、一対の小梁３５０とで囲まれる空間ＳＰに、床下げ部（例えば、前述し
たような床部４０や床受け部５０の構造）が設けられる。このように、床受け部を支持す
る梁（ここでは小梁３４０，３５０）が直接的に柱３２０に接合されていなくとも、前述
の床構造１００，２００と同様の作用効果を得ることができる。
【００６６】
　また、例えば、床受け部５０が受ける床部４０の高さは、図４～図６、図８，９で例示
されているものに限られず、一般床部ＰＦ１と異なる高さであれば、梁３０の天端３０ａ
よりも下方におけるどの位置で受けてもよい。また、床受け部は、梁３０からのみ立ち上
がって床部４０を梁３０の天端３０ａよりも上方で受けてもよい。例えば、床部４０の側
縁部を受けることのできる部材を有する金具を梁３０から上方に立ち上がるように固定し
、当該金具で梁３０の天端３０ａより高い位置で床部４０を受ける。このような構成にお
いて、金具は梁３０にのみ支持され、柱の中途部には支持されない。
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【００６７】
　また、床受け部５０は、床受け梁、吊束、床受け部材を備えていたが、吊束を有さず、
梁３０の下に直接床受け梁を固定してもよい。また、少なくとも床受け部材が固定される
床受け梁のみが設けられていればよく、例えば床受け梁５４Ｃ，５４Ｄを省略してもよい
。また、床受け梁を用いることなく、床部４０を支持するための金具が、梁３０に固定さ
れていてもよい。この場合も、当該金具は梁３０にのみ支持され、柱の中途部には支持さ
れない。また、梁３０と床受け梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄとは、上下方向から見
て重なるように、幅方向にずれることなく配置されていたが、梁５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ
，５４Ｄが、梁３０に対して幅方向にずれるように配置されていてもよい。例えば、梁３
０よりも床部４０側に迫り出し、上下方向から見て梁３０と全く重ならないように梁５４
Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄを配置してもよい。上述の実施形態では、部品の共用化を図
るため、床パネル４１として一般床部ＰＦ２における床パネルと同じパネルを用いること
ができ、梁５４Ａ，５４Ｂ,５４Ｃ,５４Ｄとして梁３０や他の部分の梁と同じ梁部材を用
いることができる例について説明したが、共用化を図らず、専用の部品を作製してもよい
。
【００６８】
　また、図４～図６、図８，９で示している柱梁の配置や間隔も一例に過ぎず、どのよう
な柱梁構造に対しても本発明の床構造を適用することができる。例えば、対向し合う梁の
間隔が大きい場合、途中でそれらの梁に平行な床受け梁を架け渡してもよい。例えば、床
パネルが長辺方向に複数枚必要な場合に、床パネルの境界部分に床受け梁を架け渡すと共
に、当該床受け梁に図７のような床受け部材を固定し、床パネルを途中で受けてもよい。
【符号の説明】
【００６９】
　２０Ａ，２０Ｂ…柱、３０…梁、４０…床部、５０…床受け部、５１…吊下げ部、５２
Ａ，５２Ｂ…床受け部材、５３…連結部材、５４Ａ，５４Ｂ，５４Ｃ，５４Ｄ…床受け梁
、５６…吊束、１００，２００，３００…床構造、２０１…小梁、２０２…タイバー。
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